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港湾空港部の紹介
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私たちの暮らしを支え、活力のある地域づくりに貢献する
ため、九州管内の港湾(港湾海岸含む）・航路の整備・保全、
空港の基本施設の整備等を行います。

九州地方整備局のプロジェクトは、民間事業者、自治体等
の関係機関や様々な部署と互いに連携しながら進めています。

＜主な仕事＞
① 企画・計画・事業調整

・事業の計画段階の仕事

② 調査・設計
・事業個所の現場条件確認（測量、土質調査等）
・構造物等の設計・施工方法検討

③ 積算・契約・工事
・事業実施のため工事の発注・監督

仕事のイメージ 〔 九州管内管轄の港湾・空港〕



プロジェクトの打合せ

工事受注者との打合せ 工事の施工状況確認

整備完了（博多港中央ふ頭地区）
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仕事の様子

ＵＡＶを使用した調査



港湾や空港の必要性
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貿易の様子（博多港アイランドシティ地区）

我が国は、資源やエネルギー等を輸入し工業製品を輸出する「貿易立国」です。貿易にとって、海外と
の玄関口である港湾、空港は必要不可欠な存在です。最近では、家電等の身の廻りの製品も輸入依存が増
加しています。空港では半導体など付加価値の高い製品などを取扱っています。



港湾の役割とは

①物流・産業 我が国の経済活動、国民生活を支える輸送拠点

②人流 クルーズやフェリーなど船旅の玄関口

③防災 地震、津波、台風などの様々な災害に耐える港湾を構築

港湾整備事業

コンテナターミナル(博多港) コンテナターミナル(北九州港)コンテナターミナル(北九州港)

クルーズターミナル(鹿児島港) フェリーターミナル(北九州港)

自動車輸出拠点(苅田港) 木材輸出拠点(志布志港)

防波堤（計画延長：1,640m）
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穀物飼料拠点(八代港)

耐震強化岸壁(八代港)防波堤(別府港)



港湾整備施設（イメージ）
ＩＣ

水域施設
（航路）

水域施設
（泊地）

外郭施設
（防波堤）係留施設

（岸壁）

荷役機械
ふ頭用地
（荷さばき地）

工業用地

緑地

上屋

フェリーターミナル

緑地
（海浜）

護岸
廃棄物埋立護岸

●整備局で整備する主な施設

係留施設（岸壁）
船舶を接岸、係留させて、貨物の積み卸し、
船客の乗降等の利用に供する施設。

水域施設（航路）
船が港に出入りするために設けられた水路。

水域施設（泊地）
港湾内で船舶が安全に停泊することのできる水面。

外郭施設（防波堤）
波浪から港内を保護し、港内の静穏を保ち荷役の
円滑化、船舶の航行、停泊の安全を図る施設。

臨港交通施設（臨港道路）
ふ頭間の連絡やふ頭と背後幹線道路を結ぶ交通施設。

港湾整備事業の事例

-13m
-14m

-15m

積載量
約１．３倍

積載可能コンテナ
約２,８００個(TEU)

積載可能コンテナ
約３,５００個(TEU)

積載可能コンテナ
約４,３００個(TEU)

整備前 現在（暫定-14m） 整備完了時点

積載量
約１．２倍

積載量
約１．５倍

■博多港（アイランドシティ地区）国際海上コンテナターミナル整備事業

コンテナを運ぶ船が大きくなり、一度に沢山の物が運べることで、
私たちが購入する生活用品等が安く手に入り、国民の生活を支えます！！

コンテナ船 コンテナ船 コンテナ船

C2岸壁
-15m

（350m）

C1岸壁
-14m

（330m）

岸壁延伸
-15m

（150m）

コンテナ輸送

コンテナという形にユニット化
することで運搬、荷役がしやすく
なり様々な貨物の混載も可能。

工業製品、食料品、電化製品、
衣類など身の回り品の多くを運搬
します。

※ 20Ftコンテナ１個を１TEUという
単位で表します。

コンテナ船の大型化およびコンテナ貨物の需要の増大に対応したコンテナターミナルを整備し、海上輸送基盤を強化するこ
とで、輸送コストが削減され、国内産業の国際競争力の強化が図られます。

■クルーズ船の受入環境整備

唐津港 長崎港 別府港

クルーズ船の寄港需要に対応した岸壁等の港湾施設の整備を行うことで、クルーズ船入港による観光収入増加や新たな雇用
の創出、国際交流の促進など地域の活性化に寄与します。

佐世保港

幹線道路

05



■北九州港（響灘東地区）国際物流ターミナル整備事業

洋上風力発電設備の効率的な輸送・建設を可能とし、洋上風力発電の導入促進を図るため、海洋再生可能エネルギー発電設
備等拠点港湾（以下、「基地港湾」）として、岸壁等の港湾施設の整備を行います。

■鹿児島港臨港道路整備事業（鴨池中央港区線）

鹿児島港臨港道路の一部を形成し、港湾物流のボトルネックとなっている鴨池港区から中央港区間の整備を行うことで、
鹿児島港内の円滑な港湾物流を確保し、幹線道路の負担軽減による交通渋滞緩和に寄与します。

基地港湾では、風車部材の搬
入、タワー部分の組立て、設置
を行う作業船（SEP船）に積込
を行います。

背後のヤードは、重厚長大な
風車部材の取扱いができる地耐
力と広さを有します。

北九州市は、平成29年２月に北九州港響灘
東・響灘西地区の沖合いの港湾区域内におい
て洋上風力発電施設を設置・運営する事業者
(優先交渉権者)に ｢ひびきウインドエナジー
(株)｣を選定（改正港湾法に基づく全国初の実
例）し、平成30年１月に北九州市と同社は基
本協定を締結しました。

ひびきウインドエナジー(株)が設置する洋
上風力発電は、9,500kW級風車を25基設置す
る計画（一般家庭 約17万世帯分の電力）であ
り、令和８年３月の運転開始を目指していま
す。

整備箇所基地港湾のイメージ

国道１０号

国道３号

国道２２５号

国道２２６号

【本港区・新港区・鴨池港区】
フェリー航路

谷山二区

中央港区
鴨池港区

新港区

本港区

浜平川港区

谷山一区

県道(産業道路)
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所要時間の変化

約５分 短縮！

臨港道路

●
天保山交差点

飼料原料（とうもろこし、
麦、動物性製造飼肥料）

石油
LNGガス

バイオマス燃料（PKS）

【谷山港区】
物流拠点地域

（天保山交差点～交通安全教育センター前）

臨港道路を利用する企業の声
物流企業担当者

※［ ］については、高速船

産業道路や国道225号を輸送ルー
トとして使用していますが、影響は
避けられず困っています。

臨港道路の整備後、通行が分散す
ることにより渋滞が緩和されること
を期待しています。

●交通安全教
育センター前

現況 整備後

桜島航路 51便/日（平日）
56便/日（休日）

垂水航路 23便/日
奄美・沖縄航路 1便/日
喜界・奄美航路 5便/週

三島航路 4便/週
十島航路 2便/週

種子島･屋久島航路 1便/日［6便/日］

至 鹿児島市街地

周辺道路の交通混雑状況
事業区間2.4㎞

鹿児島港臨港道路 全長約17㎞

臨港道路の整備状況

地域住民の方へ事業
の理解を深めてもらう
ため、現場見学会や事
業進捗説明会の開催、
地域のコミュニティと
連携した工事工程の周
知など行っています。

※ふ頭用地は北九州市の事業(起債)

22

17

現場見学会開催 事業進捗説明会 コミュニティホームページ掲載
（工事工程表）

凡 例
： 整備済
： 整備中

06



海岸事業

日本の海岸線の総延長は約35.3千kmと長大です。護岸等により防護する必要がある海岸として、約13.7千km
が海岸保全区域に指定されていますが、周辺の地域特性により所管する省庁が異なり関係省庁が分担して所管し
ています。

整備局（港湾空港部）では、大規模地震・津波災害や昨今頻発している深刻な高潮災害等に対して、国民の安
全・安心を確保するため、港湾区域内及び港湾隣接地域の海岸（港湾海岸）の整備を行っています。

港湾局所管の港湾海岸の特徴として、海岸保全区域延長の全体の約28%ですが、防護人口では全体の56%を占
め、背後に人口と物流・産業機能が高密度に集積しています。

■下関港海岸保全施設整備事業
海岸事業の事例

港湾海岸とは

台風襲来等に伴う高潮により発生する浸水災害から、地域住民の生命・財産を防護すること、立地企業の経済的損失を回避
すること等を目的として護岸等の整備を行います。

近接する医療センターやマンション等の利用者・住民の利
活用や景観に配慮した構造とすることで、利便性・快適性の
向上に寄与しています。

眺めが非常に良く、バリア
フリーにもなっており、当院
のリハビリにも利用し喜ばれ
ております。

医療センター

＜利用者の声＞

自転車歩道の拡幅や公園整備と連携して海岸の利用向上がなされ（平成27年
に壇ノ浦コーストと命名）、歩行者の利便性・快適性の向上のみならず、交流
人口の拡大にも寄与しています。

【整備前】

医療センター

ホテル

マンション

【整備後】

関門航路

長府・壇ノ浦地区

＜長府・壇ノ浦地区の整備状況＞

新規防護ライン 旧防護ライン

国道９号

市街地の浸水1999/9/24

市街地の浸水

以前と比べると安心して営
業できると感じています。関
門海峡の景色も見ることが出
来るようになっていてお客様
にも大変好評です。

ホテルマネージャー

発電所の浸水

＜港湾海岸の被災事例＞

港湾海岸の被災は、市街地や物流・産業機能へ甚大な被害をもたらします

関門橋
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高潮による越流



■指宿港海岸保全施設整備事業
侵食された砂浜の再生、侵食対策を行うことにより高波に対する防護機能の改善を図り、高潮・高波等から背後の住宅や観

光施設等への越波・浸水被害を軽減することを目的として整備を行います。
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■大分港海岸保全施設整備事業

南海トラフ地震・津波や台風による高潮に備えるため、護岸等を整備することで、大分港海岸の背後の臨海工業地帯の浸水
被害を軽減・防止し、経済・産業を支える企業の災害リスクを軽減し企業活動を継続することが可能となります。

大分港海岸背後地域の浸水想定区域

整備箇所

【整備前】

【整備後】
（ｲﾒｰｼﾞ）

護岸の嵩上げ

指宿港海岸背後地域の浸水想定区域及び宿泊施設等

砂浜の侵食

護岸越波状況

整備箇所

過去 現在

整備前 整備後



空港整備事業

航空輸送は、人やモノを遠くの場所
へ高速に、安全確実に輸送することで、
生活や産業に密着した身近な高速交通
手段の一つとして必要不可欠な存在に
なっています。

国内各地はもとより世界各国を結ぶ
航空ネットワークの充実化、さらには
信頼性とスピードを持った、グローバ
ルな交通機関として発展を遂げていま
す。

航空機の安全運航・定時制の確保に
必要な施設の整備を行い、利用者に優
しい空港づくりに取り組みます。

整備局では、空港内の基本施設（滑
走路、誘導路、エプロン）の整備を行
います。

空港の役割や整備

空港整備事業の事例
■福岡空港滑走路増設事業

航空機の混雑・遅延の解消及び将来の航空需要への適切な対応を図るため、滑走路の増設整備を行います。また、災害時の
輸送手段の機能向上に加え、観光等の促進、地域経済への波及効果も期待されます。

：赤枠の基本施設を整備
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滑走路
処理能力

【現状】 16.4万回/年
【誘導路二重化後】17.6万回/年
【滑走路増設後】 18.8万回/年

～21.1※万回／年
※今後の需要動向を踏まえ、地元の理解を得
た上で 増枠を検討。

朝夕のピーク時間帯においては、混雑や遅延が常態化しており、現状の滑走路1本において、
これ以上の増便は厳しい状況
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■北九州空港滑走路延長事業

北九州空港は、北米・欧州との定期便就航を可能とする航空貨物需要が背後圏において見込まれていることから、滑走路延
長の整備を行うことで、長距離国際貨物機の就航が可能となり我が国の製造企業の国際競争力向上に寄与します。

長崎空港 大分空港熊本空港

宮崎空港 鹿児島空港

■九州管内管轄の空港（福岡空港、北九州空港除く）

整備箇所

空港内の基本施設（滑走路、誘導路、エプロン）の耐震化対策、老朽化対策、浸水対策など各空港にとって必要な整備を
行っています。



防災関係
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「命のみなとネットワーク」緊急支援物資輸送訓練
近年、気候変動の影響により、これまでに経験したことのない豪雨による洪水や土砂災害等の気象災害が多く発生。陸路が寸断し孤立化し

た被災地等において、緊急物資や救援部隊、被災者等の海上輸送の事例が増えつつあります。
災害時の陸路分断等を想定して、“みなと”の機能を最大限活用して海上輸送による救助・救援や物資輸送等の災害対応支援を行うため、各

地域で船舶を活用した防災訓練の実施など「命のみなとネットワーク」の形成に向けた取組を進めています。

令和5年3月 佐敷港（熊本県芦北町）

港湾業務艇を活用した緊急支援物資輸送・被災者搬送訓練

被災者搬送訓練物資輸送訓練

令和6年5月 志布志港（鹿児島県志布志市）等

海洋環境整備船を活用した緊急支援物資輸送訓練

地元自治体と連携した
物資積込作業物資荷下し作業 給水支援訓練

耐震強化岸壁の整備
耐震強化岸壁とは、大規模地震に備えて耐震性を強化した係留施設です。緊急物資の輸送や輸出入による経済活動を維持するた

めに活躍します。

■令和３年福島県沖を震源とする震度６強の地震の事例

一般岸壁 耐震強化岸壁
令和2年豪雨災時には海上保安庁の巡視船が
着岸し被災地を支援

耐震強化岸壁(八代港)



TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）

令和２年７月豪雨

令和３年軽石対応

大規模な自然災害に際して、被災状況の把握や被害の発生及び拡大防止など被災地の早期復旧のため技術的支援を迅速に実施し
ています。

軽石漂流（令和3年11月８日） 軽石除去後（令和４年８月３日）

鹿児島県庁と打合せ

軽石除去（直轄災害復旧事業）

与論港への燃料ﾀﾝｶｰ船の入港調整

令和３年８月に海底火山「福徳岡ノ場」が
噴火し、軽石の漂流・漂着による船舶の航行
や漁業に影響が生じました。

沖縄総合事務局と鹿児島県庁へ、全国から
TEC-FORCEを派遣し、港湾の利用調整と軽石
回収を実施しました。

令和２年７月活発な梅雨前線により、熊本県を中心に九州
全域で記録的な大雨の影響により球磨川をはじめとする河川
から大量の流木等の漂流物が八代海及び有明海へ流出しまし
た。

有明海浅海域では福岡有明海漁連と連携して流木等の回収
も実施しました。

海輝

支援台船

漁船

支援台船による回収

支援物資の積込（北九州港）

被災地へ出港

令和６年１月能登半島地震
令和６年１月１日に能登半島地方を震源とするマグニチュード（M)７．６、最大震度７の地震が発生。九州地方整備局が所有

する浚渫兼油回収船「海翔丸」を令和６年１月３日、被災地（石川県）へ派遣し、被災地への支援物資輸送を実施しました。

【輪島市への支援物資輸送】

飲料水（ペットボトル）1,270本
食料品 約1,400食分
衛生用品（おむつ）約1,300枚 等

支援物資陸送
（七尾港から輪島市へ）

＜運天港(沖縄県)における軽石漂流＞

福岡有明海漁連との連携
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【支援物資輸送及び作業行程】

1月3日 支援物資積込
被災地（石川県）へ出港

1月5日 七尾港（石川県）へ入港
支援物資荷下し
七尾港から輪島市へ北陸地方整備局
にて陸路で支援物資を輸送

1月8日 七尾港を出港
1月10日 北九州港へ帰港



くぼ地くぼ地

掘った土砂で
くぼ地を埋め戻します

【百道浜沖くぼ地】
面積：約35万m2 （PayPayドーム 約5個分）
容量：約165万m3  （PayPayドーム 約１杯分）

【愛宕浜沖くぼ地】
面積：約39万m2 （PayPayドーム 約5.6個分）
容量：約285万m3 （PayPayドーム 約1.6杯分）

航路・泊地の整備により発生する土砂
【水深－１４ｍを－１５ｍに増深】

航路の整備により発生する土砂
【幅２００ｍを３００ｍに拡幅】

室見川

百道浜沖

く ぼ 地

愛宕浜沖

◇くぼ地位置図

環境整備事業等
海洋環境の整備
航行の安全確保や海域環境の保全を図るため、瀬戸内海の海域では「海翔丸」「がんりゅう」、有明・八代海の海域では「海

輝」「海煌」にて、海面に浮遊するごみや油の回収を実施しています。

流木回収「海煌」海域環境の再生
博多港では百道浜沖と愛宕浜沖に、昭和50年代後半に行われた埋立事業の土取り跡が “くぼ地” として残り、夏季に酸素濃度

の低い「貧酸素水塊」が発生。浚渫土砂を有効利用して“くぼ地”を埋め戻すことにより、水・底質環境や生物の生息環境の改善
を図っています。

くぼ地を埋め戻して

●埋戻し方法

トレミー管と呼ばれる
管を海底近くまで伸ば
し、できるだけ濁りが
出ないように慎重に土
砂を投入します。

汚濁
防止
膜

<埋め戻しイメージ図>

トレミー管

汚濁防止膜 汚濁防止膜

土運船

干潟体験学習
干潟体験学習は、日頃、入ることがない泥質干潟

で泥や生物の観察を実施することを目的として、
熊本港周辺の干潟にて生物種が多い春から夏にかけ
て実施しています。

干潟では、貝類、カニ類をはじめ、馴染みの深い
アサリ、ハマグリや珍しいミドリシャミセンガイな
ど多くの生物を観察することができます。

油回収器装備位置(両舷に装備)【海翔丸の油回収機能】

舷側設置式油回収器
（主に低粘度の油で使用）

投げ込み式油回収器
（主に高粘度の油で使用）

油回収「海翔丸」

漂流物調査

流木等漂流物(八代海)

干潟体験干潟学習

水深
約13m

くぼ地

貧酸素水塊により生物が生息しにくい環境 生物が生息しやすい環境の再生

くぼ地を埋め戻す
（掘った土砂の有効利用）

◇博多港港湾計画図
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様々な取組み

スキルアップ現場見学会等
港湾や空港整備について

理解を深めていただくため、
現場見学会や出前講座を開
催しています。

職員の人材育成（技術
力の向上、資質向上）を
目的として、職場内研修
の推進、職場外研修（各
研修機関）に参加してい
ます。

調査設計
港湾・海岸施設等の最適な設

計を行うため、シミュレーショ
ンや数値解析では解明できない
海の現象をより的確に把握し、
技術的課題を克服するため水理
模型実験を行います。

実験施設 断面実験の様子 平面実験の様子

小型無人機操縦の研修現場見学会
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みなとオアシス
地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を核としたまちづくりを促進しています。

支援制度

1.登録証の交付

2. 全国への情報発信支援
（整備局ＨＰ、広報誌、シンポジウムなどでの紹介）

3.みなとの利用に対する規制緩和
（利用、運用に対する柔軟な対応など）

4.他部局、関連機構との調整
（案内標識設置、関連事業との調整など）

イベントの開催
かんたん港園（大分港）

i-Constructionの推進
建設現場における生産性を向上させ、魅力ある建設現場を実現するため、i-Construction（アイ・コンストラクション）の取組

を進めています。

【ICTを活用した施工（浚渫）】

水中部の施工箇所をリアルタイムで
可視化し施工を行うことができます

【ICTを活用した基礎工（投入・均し）、ブロック据付工】
水中部の機械化施工により
安全性の向上及び施工時間の短縮に繋がります



九州地方整備局九州地方整備局
（採用情報）

国土交通省 九州地方整備局港湾空港部
〒812-0013
福岡県福岡市博多区博多駅東２丁目１０番７号 福岡第二合同庁舎 ３階
電話092-418-3340（代表）

九州地方整備局港湾空港部の組織（管内事務所）
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